































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に関 記載が多数見られる点も興味深い。北野社に納入されて ない麦納銭・地子銭の存在か 得分の維持が困難になるくらい同社の所領支配が困難な情況となっていたのか。それとも この時期の京都周辺の武家領・公家領・寺社領で 「未進」 「不進」が頻繁に起こり、北野社もその例外では かったと見るべきかは、考えてみてもよいのではなかろうか。なお、本資料には永禄十一年・同十二年についての記載が見られない。信長入京に伴う政治的・社会的変動とこの事との間 関わ があるのかどうかについては、今は不明と言うしかない。
2　
林善金等連署闕所地売券
（資料番号Ｂ―
9）
　　
（花押印）
　
永代直銭四貫文
ニ
売渡申闕所知
（地）
之事
（26）221
一西京葛納神用之外徳分之事、一
 柏野畠之事、一今小路屋敷地子銭壱ヶ所行季
ニ
百文、彦三郎分、一
同壱ヶ所孫左衛門分、行季
ニ
八拾文、一壱ヶ所太郎衛門分、行季
ニ
百卅文也、今小路此屋敷三ヶ所内より
者
、御本役行季
ニ
五拾文宛、
当
（曼殊院覚恕）
門様
仁
可被参上事、一北畠之内薮壱ヶ所御地子、行季
ニ
五拾文可
有納所事、
　　
 右、此外諸役無之、若為何時共違乱煩申輩出来
者
、
従
　
当
門
様
可
被仰分之旨候、随
而
我等両三人も其明目可申着也、仍此分永代売
券状如件、
　　　　　　 　　　　
竹内宮御門跡雑掌
　
林出雲
　　
永禄六年卯月廿六日
　　　
善金
（花押）
　　 　　
　
目代
　　 　　　　　 　
慶世
（花押）
　　
　
因幡
　　 　　　　
心碩
（花押）
　　
能哲
　　
能重
　
本文書の形状は竪紙であり、寸法は縦二七・八センチメートル、横
四四・〇センチメートルである。料紙は楮紙である。　
差出人の林善金は、 「竹内宮門跡雑掌」という記載から、曼殊院門
跡の覚恕に仕える人物と判断できる。 「永禄八年目代慶世引付」の永禄八年五月二十六日条によれば、彼の通称は「出雲入道」 った
）（
（
。
なお、曼殊院門跡は北野社の別当職を兼ねている。　
慶世は、差出の「目代」という記載から、北野社の目代を務めてい
た人物と判断できる。心碩 、差出から「因幡」と呼ばれていたことがうかがえ、 「永禄六年目代慶世引付」永禄六年三月十八日条によると
（３）
、門跡覚恕の命で上使を務めている。
　
宛名に見える能哲は、 「永禄六年 慶世引付」永禄六年正月一日
条によれば、この年は北野社の公文承仕を務めている
）（
（
。能重は慶世の
引付をはじめ する北野社関係の古記録に幾度となく登場し、さきに紹介した「能哲古記地子銭受納帳」にも見える。彼も 社僧ではなかろうか。　
本文書は、能哲・能重の両人に対し、西京の神用の葛以外の徳分や、
柏野の畠をはじめとする闕所地を銭四貫文で永代売した際に作成された売券である。林善金や慶世、心碩の立場や「従
　
当門様可被仰分之
旨候」に留意す なら、北野社別当を兼ねる曼殊院門跡覚恕の了解のもとで、永代売が行われたことは確かであろう。
注（
（）
細川涼一「中世の北野社と宮仕沙汰承仕家」 （細川『日本中世の社会
と寺社』思文閣出版
　
二〇一三年、初出一九九八年） 。
（
（） 「永禄八年目代慶世引付」永禄八年五月二十六日条 （北野天満宮史料刊行会編『北野天満宮史料
　
目代日記』収録
　
北野天満宮発行） 。
（
3） 「永禄六年目代慶世引付」永禄六年三月十八日条 （前掲註
（『北野天満
宮史料
　
目代日記』収録） 。
（
（） 「永禄六年目代慶世引付」永禄六年正月一日条 （前掲註
（『北野天満宮
史料
　
目代日記』収録） 。
本学所蔵「北野社宮仕沙汰承仕家資料」所収の中近世文書について（一）
（27） 220
